
平成２５年度第５回 新たな市政運営の総合的な指針に係る庁内策定検討

委員会専門部会 

 

日時 ２０１３年６月１９日（水） 

午前９時 

場所 職員会館ミーティングルーム 

 

日  程 

 

１ 開会 

 

２ 議題 

 

(1) 第４回専門部会の開催結果について（資料１） 

(2) 第４回検討委員会の開催結果について（資料２） 

(3) 指針（一次案）について（資料３－１～３－４） 

(4) 市民ワークショップ・庁内周知の進め方について（資料４） 

(5) その他 

 

３ 閉会 

 

 

 

 

 

（事務局 企画政策課 内線２１７１） 
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平成２５年度第４回新たな市政運営の総合的な指針策定検討委員会専門部

会議事概要 

 

１ 日時 ２０１３年５月３０日（木）午前９時 

２ 場所 職員会館ミーティングルーム 

３ 議題 

(1) 合同検討会議の結果について 

・ 課題解決を重視した，市政推進のための重点化プログラムということで良

い。 

・ 確実に実施するというフレーズがあったほうが良い。 

(2) 指針策定の背景と意義について 

・ 長期的な課題については人口，財政の２点で良い。 

・ 藤沢市の財産については別途検討するが，項目を列挙するのみで良い。 

(3) 目指す都市像・基本目標の位置づけ方について 

・ 「災害などに備える」では，防犯，交通安全が読めないので，「安全・安心

のまちづくりを進める」とすべきである。 

・ ５つの都市像と８つの基本目標が並ぶのは厳しい感じがする。連続して置

かれることによって，重複感やくどい感じを受ける。 

・ 重点目標は３年間を想定し，施政方針との整合性を考慮したものである。 

・ 都市像は文章化したほうが良い。 

・ ２章構成にするから難しいのではないか。１章のなかで長期的な視点が真

ん中に入ってくると時間軸の考えが分からなくなる。 

・ １章が２０年，２章が３年であった。１章に入るのであれば施政方針を継

承する必要はない。逆に喫緊の課題対応に近い柱立てである。 

・ 都市像はワンフレーズで，都市像を支える内容を基本目標に置くことで再

構築すべきである。 

・ 基本目標は，前提として目指していくこと，忘れていないことを表現する

上でも重要である。 

・ ５つのビジョンについては，基本目標に溶け込ませる。施政方針を継承す

る考えは一度リセットしなければならない。 
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・ ８つの内容であっても２０年のスパンで考えられるのではないかかと思う。

このままで良い。 

・ 第１章（長期的），第２章（基本目標），第３章（重点方針）ではいかがか。 

・ モデルチェンジの考え方は前提にしたい。 

・ 重点方針は縦割り感が強くなる。大事だと思いつつ，ここにフォーカスを

あてるようなイメージが良い。 

・ 基本目標は長期課題の裏返しか，都市像から落とし込むなどの方法もある

かと思う。 

・ 都市像と基本目標をあわせて説明していく。 

・ (4)としてめざす都市像と同じ流れではいかがか。 

・ 都市像＝目標にしてはどうか。 

・ 市長にはサブタイトルで都市像をイメージしてもらう。目指す都市像は，

別に考える。 

・ 市長にはキャッチフレーズで都市像をひとつにまとめてもらう。目指す都

市像は，別に考える。 

・ 基本目標は都市像の説明に溶け込ませる。 

まとめ 

・ 「目指す都市像と基本目標」として１本化する。 

・ 都市像は，本市の多様性に鑑み，複数設定することを想定し，複数生じる

場合はキャッチコピーを付けて分かりやすくする。 

(4) 目指す都市像の内容について 

・ キャッチコピーは端的に分かりやすく表現をするということで市長の意見

を組み入れるが，郷土愛あふれる藤沢でいいのではないかという意見もあっ

た。専門部会としての案は幾つかあっても良いと思う。 

・ キャッチコピーであれば，案から市長に考えていただいてはいかがか。 

・ ２つのパーツで構成する｢○○なまち 郷土愛あふれる藤沢｣ではどうか。 

・ 前回の議論で言えば，キャッチコピーは複数提案する。都市像案はひとつ

提案するということが部会の役割かと思う。 

・ 「郷土愛あふれる藤沢」を 1 案とし，その他の案については，各委員から

出してもらい，事務局で集約する。 
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・ 仮案は，５つのビジョンと重点目標を踏まえて溶け込ませたもの。 

・ 代替案はないが「市政参加や地域でのパートナーシップから共生・共創・

共育を実感できるまち」はおかしい。再考する必要がある。 

・ 「都市基盤を充実し，産業，観光が栄えることによって，快適さと活力を

実感できるまち」にしたい。 

・ 「子どもからお年寄りまで，健やかで暮らしを実感できるまち」は教育の

要素が感じられない。 

・ 都市像の説明書きとして基本目標について示すなかで網羅的に説明してい

くことで良いのではないか。それぞれの部門の名称を入れるのならば組織図

で足りる。 

(5) 重点方針について 

・ 課題のレベル整理が難しいと思う。 

・ 事業レベルから整理していくのかと思う。 

・ 建設は部門で優先順位があるので各部だと混乱してしまう。 

・ 市民の視点からすれば，この３年間で藤沢市は何をしてくれるのかという

ことかと思う。事業ベースからの考え方でよいが，施策レベルでの抜け落ち

があるかも知れないという点には留意する必要がある。 

・ 今後各部門に照会する。事務局で整理後，部会で検討する。 

(6) 市民ワークショップについて 

・ 周知方法についても検討する必要がある。 

・ 対象の設定（無作為抽出案内，関係団体）についても検討する必要がある。 

・ 分野別に日程を設定することも可能かと思う。 

・ 目的として，表面的に行うものではない。市民の声を丁寧に聞いて市政を

進めていくということの一環である。 

(7) その他 

・ 財政見通しの内容については今後整理する。 
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平成２５年度第４回新たな市政運営の総合的な指針に係る庁内策

定検討委員会  

 

１ 日時 ２０１３年６月７日（金）午後５時５分～７時２０分  

２ 議題  

 (1) 市長挨拶 

策定検討委員会も 4 回目になるが，だいぶ固まってきたと思う。今

日概ね整理ができればと考えている。 

 (2) 合同検討会議及び専門部会の開催結果について 

   質疑なし  

(3) パブリックコメントの実施結果について 

質疑なし  

 (4) 一次案（専門部会案）について 

  資料３－４，４ページ（２）公共施設の老朽化だけではなく，道

路，下水等も含めた表現としていただきたい。  

  庁内パブコメの中にも総合計画を踏襲したほうが良いという意

見があった。総合計画の課題についての原則的な部分について触れ

ていないので，書いておいたほうが良いと思う。  

  ２月８日の全協において言及はしているので，簡潔に記載し

ていく。  

  資料調整のなかで整理する。  

  資料３－１で，第２章の重点方針の「重点施策と取組方針」は分

けたほうが良い。財政見通しと評価は別途位置づける。資料集中の

「重点方針に関する現状と予測」は，指針本編と重複するのではな

いかと思う。  

  財政見通しと評価を位置づけるということを示したもので

あり，そのまま記載するというイメージではない。  

  取組方針と評価が結びつかないという印象である。  

  前回の時に分野別重点課題には課題が出揃っていて，その中でこ

れを重点化するという方向ではなかったか。  
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  重点課題のみを示して，それを裏返す施策を置くということ

で考えている。  

  課題として捉えている内容を明確化して示した中で，重点化した

ものはこれですというものが良いのではないか。  

  プロセスとしてはそのような流れであるが，抽出されたもの

のみを書こうと思っている。資料集の中に位置づけるというよ

うな方法を検討したい。  

  分野別重点課題を特定化することで「重点」であることを強

調していくことが必要であるという判断である。  

  資料３－２ ２ページの市民センター・公民館との意見交換だけ

が具体的過ぎるので，一端資料から外したほうが良いのではないか。 

  検討する。市民センター長，公民館長への部分のみで，担当主幹

の部分は削除する。  

  非常に分かりやすくまとまってきたという感はあるが，言葉とし

て相応しいかどうかという点について（取組方針等は）整理する必

要がある。ただし方向性としては考えていたものになりつつある。

資料３－４の都市像の考え方は課題であると思う。キャッチフレー

ズと都市像を両方位置づけるのが厳しい面がある。議論の必要があ

ると思う。市長の考えで決めていただくということかとも思う。（副

市長）  

  方向性は良い。キャッチフレーズをどうするのか，市長に選んで

貰うのかという議論，理論武装が必要である。基本目標は，施政方

針から持ってきているが，主体がそれぞれ違っているので，「○○

が」というものを意識して，整理する必要がある。（例：市民が元

気になる→元気な市民を増やす。）重点施策については，地域の計

画部分がなくなっているので，そこの説明はどうなるのか，経過に

ついての説明ができるのか気になる。用語の整理，資料間の整理が

必要である。特長，地勢等の表現も整理したほうが良い。一般的な

用語にしていただきたい。  

  言葉，用語の整理は精査していきたい。表現は分かりやすく
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をモットーにしていきたい。８月までには整理したい。一次案

については，内容を説明するということで進めていきたい。地

域の計画部分については地域での意思統一はされていない状

況である。事務局としては街づくりのテーマ，取組については

位置づけていく考えであること，市民センター・公民館を主語

とすることを想定している。  

  地域については資料３－１の重点方針のなかに地域課題を含む

という方向で何かしら書いておく必要がある。  

  限られた財源を重点化するという意味で重点課題を抽出するこ

とを各部長が想定しておいていただく必要があると思う。（副市長） 

  資料３－３ぐらいまでは出したほうが全協でイメージしやすい

と思う。フレーズはあくまでも例示として出せないか。資料３－４

については検討の進捗状況からすれば書き込み過ぎである。  

  資料３－１に肉付けする。  

  資料３－４の２ページ，都市像の具体的な内容は整理しなければ

ならない。市民～パートナーシップはマルチパートナーシップで良

い，産業，観光が栄えることによってだと，そうでないとならない

ように感じてしまう。  

  全体のスキームの話で，総合計画の課題として，市長が変わって

も持続できる仕組みとして，公約のタイトルを表紙の下に入れ込ん

で，そこを入れ替えれば良いと思う。市長が代わったら使えない仕

組みにならないように意識していく必要がある。５つビジョンの溶

け込ませ方なども注意して欲しい。（副市長）  

  ５つの都市像を削り，基本目標のなかで市長公約（５つのビジョ

ン）について説明していく。  

  全協資料は，資料３－１の肉付け，資料３－２，資料３－４のフ

レーズを省き内容を明確化したもので整理していく。  

 (5) 目指す都市像のキャッチフレーズについて 

  最後は市長に決めてもらうしかないとは思う。  

  案の１「郷土愛あふれる藤沢」で良い。説明文もすんなり入って
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くる。キャッチフレーズはあったほうが良い。  

  案の１に｢～湘南の生活理想都市を目指します～｣のように波型

がつくのが良い。指針のなかで目立たないのであればなくても良い。 

  案の１が良い。これまで２年間やって来たという経緯もあり，行

政計画として，特に浸透している。目指す都市像が分かりにくい。

キャッチフレーズと案―１の説明で足りていると思う。  

  都市像と基本目標は，選挙公約，施政方針を踏まえたこと，多様

な都市像をワンフレーズでは表現しきれないこと，第１章に重点目

標を基本目標として持ってきたことから重複感があるなかで仮置

きをしている状況である。くどいという意見は専門部会でも多くあ

がっている。  

  「命と財産を守り～」の都市像と，「安全で安心な暮らしを守る」

の基本目標は完全に重複している。整理していく必要がある。  

  行政上は必要ないが政治としては必要である。「あさイチ」では

藤沢は都会と田舎が同居するまちという風にＮＨＫが持っている。

未来に，前に，成長というイメージを沸かせる必要があると思う。

そうしたメッセージ性を持っていくことも必要ではないか。「郷土

愛あふれる生活理想都市」のようなものではどうか。  

  言葉としてみた場合，「郷土愛あふれる藤沢」に付け加えたほう

が良いのではないか。「郷土愛あふれる藤沢～湘南の文化・産業・

生活理想都市を目指します～」  

  同案で５つの都市像を削除する。都市像の説明のなかで足りない

要素は書き足していくようにする。松風は北部で僻まれる。  

  郷土愛あふれる藤沢を使う。指針のタイトルに使う。「新たな総

合的な指針～郷土愛あふれる藤沢～」などではどうか。そうした場

合にキャッチフレーズに要素を限定（市歌，市民憲章，過去の将来

像等の縛りをつける。）ことで，新たに決めていく。そのなかで未

来志向，前向きさを出していく。（副市長）  

  キャッチフレーズは浸透，発信が決め手であるので，大きく出し

ていくことも大切である。（議会との関係整理は必要である。）  
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  郷土愛は入れたい。少し長くしたい。｢人にやさしい｣｢元気都市｣，

湘南を入れたほうが格好いいとは思うが，湘南に藤沢が負けてしま

うということもあるかも知れない。（市長）  

  「藤沢」の地名を削ったときに藤沢のイメージは描けるのか？藤

沢の都市像と言えるのか。  

  市長と事務局で整理をしていく。  
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（仮称）新たな市政運営の総合的な指針の考え方について 

 

 市長交代に伴い，現行の新総合計画の見直しを行い，さらに総合計画自体の必要

性の検証を行った結果，新総合計画に替えて，（仮称）新たな市政運営の総合的な指

針（以下「新たな指針」といいます。）を策定することとしました。 

 この新たな指針は，市長公約及び長期的な視点を踏まえながら，重点的に取り組

む施策を明確化するものとして策定したいと考えます。 

 

１ 策定に当たっての留意事項 

新たな指針の策定に当たっては，総合計画の課題を解消するために，次の事項

に留意しました。 

 (1) 課題解決を重視した指針化 

新たな指針においては，行政課題を長期的な課題と喫緊の課題に整理し，長

期的な視点を踏まえながら，短期に重点的に実施する施策を位置づけます。 

 (2) 構成の目的別整理 

新たな指針は，課題解決に向けた重点方針として，できるだけ簡潔に方向性

をまとめます。そのことによって，総合計画とは異なる構成となります。 

期間中の具体的事業（重点事業）及び長期的な重要案件は別冊の「リーディ

ング事業・プロジェクト集」とし，具体的な取組を確認するという形で，目的

に即して集約し，毎年度見直しを行います。 

また，新たな指針の背景となる数値や評価，見直し時の指標値についても別

冊の「指針に関する資料集」として集約します。 

 

２ これまでの策定経過 

 (1) 庁内検討 

  ア 庁内策定検討委員会 

４回開催し，専門部会に検討の指示を行うとともに，実現可能性，実効性

等を踏まえながら，専門部会で検討された案について議論しました。 

 

06718
テキストボックス
資料３－１
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  イ 庁内策定検討委員会専門部会 

５回開催し，検討委員会からの新たな指針に求められる要件，構成，構成

内容等について検討し，専門部会としての案をまとめました。 

  ウ 合同検討会議 

庁内策定検討委員会委員と同専門部会委員による合同検討会議を２回実

施し，検討背景等も踏まえた上での意見交換等を実施しました。 

  エ 庁内パブリックコメント 

４月３０日（火）から５月１５日（水）まで，新たな指針に関する「基本

的な考え方」「将来像」「重点的に取り組むべき課題」に対する意見提案を募

集しました。 

  オ 市民センター・公民館との意見交換 

地域まちづくり調整会議や市民センター長・公民館長会議等において，地

域まちづくり計画，地区別まちづくり事業の取扱などについて意見交換を行

いました。 

  カ 庁内周知 

新たな指針の検討内容等を説明し，策定の進捗状況を庁内に広く報告する

ものとして，庁内報（ニュースレター）を３回発行しました。庁内報につい

ては，総合計画との違いや検討状況を広く市民一般に周知することを目的に，

市ホームページでも公開しています。 

また，新たな指針策定の背景と検討経過に関する所属長説明会を開催しま

した。 

(2) パブリックコメント（市民意見公募） 

４月２５日（木）から５月２４日（金）まで，新たな指針に関する「基本的

な考え方」「将来像」「重点的に取り組むべき課題」に対する意見提案を募集し

ました。 

(3) 藤沢市郷土づくり推進会議との意見交換 

全地区の郷土づくり推進会議委員に対して，新総合計画に替えて新たな指針

を策定するに当たっての基本的な考え方，構成のイメージ等について説明し，

意見をいただきました。 
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３ 今後の予定 

今後は，市民，関係団体等からの意見提案を踏まえつつ，具体的な項目内容の

検討を進めます。 

(1) 庁内検討 

これまでの意見提案等の結果を踏まえ，庁内策定検討委員会，同専門部会を

中心に，庁内報の発行，市民センター・公民館との意見交換等により，引き続

き検討を進めます。 

 (2) 市民からの意見反映 

パブリックコメント（市民意見公募），藤沢市郷土づくり推進会議との意見交

換を実施してきましたが，今後はこれまでにいただいた意見と庁内での検討内

容をもとに，市民，関係団体との意見交換会を行います。 

 

４ 指針等の議決 

８月に議員全員協議会の開催をお願いして「二次案」をご説明し，それに対す

るご意見を踏まえ，平成２６年２月定例会において，新総合計画基本構想と新た

な指針（別冊を除く。）について，議案とすることを検討しております。 
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意見提案等の概要について 

 

 庁内パブリックコメント，パブリックコメント（市民意見公募），藤沢市郷土づく

り推進会議との意見交換の結果については，次のとおりです。 

 

庁内パブリックコメントの実施結果について 

 

１ 実施概要 

 (1) 募集期間 

２０１３年（平成２５年）４月３０日（火）から５月１５日（水）まで 

 (2) 募集内容 

新たな指針に関する「基本的な考え方」「将来像」「重点的に取り組むべき課

題」に対する意見（市民意見公募と同内容） 

２ 実施結果 

 (1) 提案件数 

 ３人 １７件 

 (2) 意見等の区分 

  ア 基本的な考え方 ７件 

  イ 将来像 ２件 

  ウ 重点的な課題 ６件 

  エ その他 ２件 

 (3) 主な意見等 

・  庁内体制を整え，職員の意見，市民意見を反映する仕組みもつくり，き

ちんと議論を重ねて進めていただきたい。 

・  藤沢市の都市づくりの歴史に学び，藤沢市がどのような都市を目指して

きたかを確認することが必要である。 

・  「誰のためにつくるのか」「何のためにつくるのか」を明確にさせること

が必要である。 

・  長期的な課題について，「新たな指針」の策定とは別途に取り組む必要が

ある。 
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パブリックコメント（市民意見公募）の実施結果について 

 

 パブリックコメント（市民意見公募）の実施結果については，次のとおりです。 

１ 実施概要 

 (1) 募集期間 

２０１３年（平成２５年）４月２５日（木）から５月２４日（金）まで 

 (2) 募集内容 

新たな指針に関する「基本的な考え方」「将来像」「重点的に取り組むべき課

題」に対する意見（庁内パブリックコメントと同内容） 

２ 実施結果 

 (1) 提案件数 

 １１人 ２６件 

 (2) 提出方法 

  ア インターネット（ホームページから）によるもの ３人 

  イ 郵送又は持参によるもの ８人 

 (3) 意見等の区分 

  ア 基本的な考え方 ３件 

  イ 将来像 １件 

  ウ 重点的な課題 ２２件 

 (4) 主な意見 

・  行政のスピードアップは市のレベルでも市民の望むところであり，タイ

ミングを失しないよう諸施策のスピードについても課題とすること。 

・  民間企業の経営戦略・計画策定アプローチを参考にした自治体における

市政運営計画とすべきである。 

・  新しく計画を建て直す必要が何処迄あるのか理解しにくい。 

・  政策の必要性，予算の使途を丁寧に説明すること。 

・  その他防災，いじめ問題，バス交通，駅前再開発，子育て等に関する施

策，事業に対する要望 
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藤沢市郷土づくり推進会議との意見交換の結果について 

 

１ 開催概要 

 (1) 開催期間 

   ４月８日（月）から６月１３日（木）まで（次表のとおり） 

地区 実施日 地区 実施日 

村  岡 ４月 ８日（月） 鵠  沼 ４月２２日（月）

明  治 ９日（火） 善  行   ２３日（火）

湘南大庭    ９日（火） 辻  堂   ２５日（木）

湘 南 台   １６日（火） 遠  藤 ５月１５日（水）

藤  沢 １８日（木） 長  後 １７日（金）

片  瀬 １９日（金） 六  会 ６月１３日（木）

御 所 見   １９日（金）   

 

 (2) 説明内容 

  ア 新たな指針の策定に至る経過 

  イ 構成イメージ 等 

 (3) 主な意見 

・  地域で主体的に実施している事業の予算化，予算の確保は今までどおり

としていただきたい。 

・  重点事業に位置づけられなかった場合にも事業が実施できるようにして

いただきたい。 

・  中長期的な課題，取組についても明らかになるようにしていただきたい。 

・  地域の自主性が担保されるのか不安がある。 

・  新総合計画がすべて白紙になることに疑問がある。 
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（仮称）新たな市政運営の総合的な指針（一次案）について 

 

第１章 指針の基本的な考え方 

 

１ 指針策定の背景と意義 

これまでの総合計画の経緯や課題と社会情勢の変化から，総合計画に替わる新

たな指針を課題に対応する施策を確実に推進するための「課題対応を重視した，

市政推進のための重点化プログラム」として策定するものであることを示します。 

 

２ 指針の期間 

新たな指針は，長期的視点を踏まえた上で，市長任期ごとに優先的，重点的に

実施すべき施策を位置づけるものとして，今回の期間は平成２６年度から平成２

８年度までとし，以降を４年間とすることを示します。 

 

３ 長期的な視点 

長期的な視点に立った市政の推進を図るため，長期的な課題，藤沢市の財産，

目指す都市像と基本目標を位置づけます。 

(1) 長期的な課題 

  ア 少子化，高齢化等 

将来の情勢を想定した上での人口推計に基づく少子化，高齢化等の状況予

測について示します。 

  イ 厳しい財政状況 

経済情勢の変化には予断を許さない状況ではありますが，人口増加とこれ

までの企業誘致の結果から，ほぼ現状の歳入を維持する一方で，引き続き扶

助費等の社会保障費の増加が生じることを示します。 
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(2) 藤沢市の財産 

  ア 自然環境・歴史・文化・人材 

藤沢市の自然環境とこれまでの歴史・文化，多彩な人材等について示します。 

  イ 都市の特長 

藤沢市の土地利用，都市基盤に基づく住宅都市，商工業都市，農業都市，学

園都市，観光都市としての特長について示します。 

  ウ 市民自治 

藤沢市のこれまでの市民自治の取り組みについて示します。 

(3) 目指す都市像と基本目標 

  市政の目指す都市像と基本目標について位置づけます。 

  ア 目指す都市像 

都市像は，分かりやすく，これまでの市政の歴史のなかから，市歌，市民憲

章等の趣旨や言葉を踏まえつつ，キャッチフレーズと説明文で構成します。 

（現在までの検討内容を踏まえた例） 

    郷土愛あふれる藤沢 

          ～湘南の文化・産業・生活理想都市～ 

…これからの藤沢市は，ここに住む市民がいきいきと暮らし，郷土とし

て心から愛される都市を目指します。そのためには，みんなが安心して暮

らせて，先人が重ねてきた伝統や歴史を誇りに思い，人の和が郷土を築き

上げていく都市づくりが必要です。 

藤沢の魅力ある自然，歴史，文化と一人ひとりの市民を大切にしながら，

暮らしやすさや心の豊かさを高める，理想の市政を進めます。… 
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イ 基本目標 

｢目指す都市像｣を実現するため，本市が長期的視点に立って進めるまちづく

りの目標を示します。 

（現在までの検討内容を踏まえた例） 

(ｱ) 安全で安心な暮らしを守る 

日本大震災の地震・津波災害を貴重な教訓とした防災・減災の取組をはじ

め，いのちと財産を守り，市民が安全で安心な生活を実感し，不安なく安心

して暮らせる都市を目指します。 

(ｲ) 子どもたちを守り育む 

地域全体で子どもたちを見守り，支えあい，子どもたちが健全に育つ環境

をつくることにより，「子どもたちを守り育む」社会を構築し，子どもたちの

健やかな成長を実感できる都市を目指します。 

(ｳ) 都市基盤を充実する 

長期的な視点に立って市民生活の変化や経済情勢に対応した都市基盤施設

の改善・整備を進めることで，都市をさらに成長，発展させ，市民にとって

安全・快適で便利な都市を目指します。 

(ｴ) 市民自治・地域まちづくりを進める 

市民自治が育まれてきた長い市政の歴史を，時代に即した形で継承，発展

し，地域社会に根差した市民活動，まちづくりを活発にし，豊かな地域性の

ある都市を目指します。 

…  
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第２章 重点方針 

 

 課題に対応し，確実な改善に向けた取組を進めるため，長期的な視点を踏まえた

喫緊の重点課題としての部門別重点課題と，その課題に対応する重点的な取り組み

としての重点施策と取組方針を位置づけます。 

 

１ 分野別重点課題 

長期的な視点を踏まえた上での，各部門における喫緊の課題事項を集約し，そ

のなかから重点的に取り組むべき課題を示します。 

（今後検討するものとしての例） 

(1) 子育て環境の充実 

藤沢市では待機児童の解消が喫緊の課題であり，長期的な少子化対策や若い

世代の転入促進による人口構成の改善という点でも取り組む必要があります。

(2) 都市基盤再整備 

公共施設，道路，橋梁などの都市基盤は，高度経済成長期に整備されたもの

が多く，老朽化が進んでいる上に更新時期が重なっている状況です。限られた

財源とさらに少子化，高齢化が進行するなかで，次世代に合った再整備が求め

られます。 

(3) 地震・津波対策 

東日本大震災以降，津波浸水予測等の想定見直しをはじめ，地域防災計画の

改訂を進めています。南海トラフ大地震の影響も懸念されるなか，想定外の被

害を極小化し，事前防災を進めるための取組が求められています。 

(4) コミュニティ活性化 

生活上の課題や実感のある経済回復には，「地域が元気」であることが重要

となります。そのため，地域の資源や人を中心とした地域活性化に向けた取組

が求められています。 

…  

 

 

  



5 

２ 重点施策と取組方針 

分野別重点課題に対応する重点施策について位置づけます。 

また，財政状況について，中期的な見込みとして，重点事業に充当可能な事業

費枠を示します。 

あわせて，施策等を評価し，分析することにより，新たな指針の改定に生かす

ことを示します。 

（今後検討するものとしての例） 

(1) 待機児童解消 

就労を支援し，子育てを支援するため，待機児童解消として，保育園定員

の増員，多様な保育ニーズに合致したサービスの提供を行います。また，子

ども・子育て新法に基づく新たな取組を積極的に導入します。 

(2) 公共施設の再整備 

今後の少子高齢化社会に対応し，市民ニーズを捉えた公共施設の再整備方

針を明らかにし，各施設の再整備計画を総合的に見直します。 

(3) 事前防災強化 

災害発生時の危険箇所のレベル低減や防災備蓄の充実，避難場所の安全性

と至近性の向上を中心とした事前防災の強化を図ります。 

(4) １３地区別まちづくりの推進 

地域の魅力や課題を踏まえ，郷土づくり推進会議をはじめ，地域団体の自

主的独創的な活動を支援するとともに，各地区のまちづくりのテーマに合わ

せた活動を進めます。 

  地域まちづくりのテーマ 

  ・片瀬地区   歴史の薫りと潮の香りがただようふれあいのまち 片瀬・

江の島 

  ・鵠沼地区   緑と海と人が輝くまち「湘南ふじさわ鵠沼」 

  ・辻堂地区   歴史と緑と潮風のかおる，健やかなまち“湘南辻堂” 

…  
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別冊 リーディング事業・プロジェクト集 

 

 重点施策に基づき実施する重点事業と長期的な視点を踏まえて取り組む重要案件

について示します。 

 

１ 重点事業 

重点施策の実現に向けて，特に新たな指針の期間において確実に実施する事業

について位置づけます。また，重点事業の実行性を担保するため，新たな指針の

期間における事業費を示します。 

 

２ 長期的に取り組む重要案件 

新たな指針の期間外に本格的な事業実施を想定する，長期的に取り組む重要案

件について位置づけます。 
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別冊 指針に関する資料集 

 

 新たな指針策定の背景となる基礎データや評価，見直しの資料となる指標等につ

いて，新たな指針に関する資料集としてまとめます。 

 

１ 藤沢市を取り巻く社会情勢 

 (1) 将来人口推計 

将来人口推計の状況について示します。 

 (2) 財政状況の変化 

市税等収入，義務的経費の推移について示します。 

 

２ 基本目標・重点方針に関する現状と予測 

基本目標，分野別重点課題，重点施策，取組方針に関する現状や予測について

示します。新たな指針実行後は，評価の基準となる指標の経年変化等について示

します。 

（今後検討するものとしての例） 

(1) 待機児童数，児童生徒数の推移 

待機児童数，児童生徒数の推移と今後の推計について示します。 

(2) 公共施設等の老朽化 

建物建築年度の状況や資産老朽化比率を示します。 

(3) 地震・津波被害予測 

現在の地震，津波浸水予測について示します。 

(4) ベンチマーク 

基本目標のベンチマーク（現状値）等を示します。 

…  

 

 

３ 個別計画一覧 

個別計画の一覧と重点事業との関連について示します。 
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市民ワークショップ・庁内周知の進め方について 

 

１ 市民ワークショップ 

 (1) 開催目的 

   分野別重点課題，重点施策，取組方針に関する意見交換 

 (2) 開催日程 

   ２０１３年７月２７日（土）～２８日（日） 

 (3) 進め方 

  ア これまでの経過説明 

  イ 意見提案ワークショップ 

   (ｱ) 市民の提案説明からスタートし，意見交換を行う。 

   (ｲ) 分野別に職員との意見交換を行う。 

２ 庁内周知 

 (1) 現在の実施状況（予定） 

  ア 部内会議，課内会議での説明 

  イ 庁内パブリックコメントの実施（４月３０日～５月１５日） 

  ウ 所属長説明会の実施（６月２１日，２４日） 

  エ ニューズレターの作成（２回） 

 (2) 新たな庁内周知手法 

  ア 若手向け意見交換会 

  イ 政策課題研究 
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